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まえがきにかえて：フランス語の文法が難しいと “誤解 ” される理由

　フランス語の文法は難しいと “ 誤解 ” されることがよくあります。その理由を考え
てみましょう。
　まずは、フランス語を学ぶ日本人の多くが英語を先に学んでいます。中学校で３年
間、そして高校で３年間、大学でも英語を学ぶ人は多いでしょう。中学校３年間＋高
校３年間で学んだことで、ある程度（失礼！）英語ができるようになり、英語に慣れ
親しめるようになります。その後、大学でフランス語を学ぶ際には、英語の発音や文
法が基準となります。フランス語を始めてみると、「名詞には文法上の性がある」、「動
詞は主語によって形が変わる＝活用する」など、英語に比べて複雑で覚えることが多
い印象を持ちます。しかし、発音に関しては、英語に比べるとフランス語のつづり字
と発音の関係は単純なので、実際にはそうとは限らないかもしれません。
　フランス語を学び始めてからある程度経ったところで、冠詞や時制が難しいと思う
人が増えてきます。その理由は、関係代名詞 qui, que の使い分けなどと比べて、白黒
付かないことが多いからです。多くの場合、白黒には分けられず、グレーゾーンは広
いのですが、実は、これは英語も同じです。中学校や高校で、「こういう時は定冠詞

（the）を使います」などと習ったかもしれませんが、「こういう時」に、英語のネイティ
ブが全員 the を使うとは限りません。
　フランス語も英語も人が使うものです。十人十色、いろいろな人がいるということ
は、いろいろなフランス語があるのです。
　まずは、男性名詞の前では女性形の定冠詞 la ではなく男性形の定冠詞 le を用いる、
のように、白黒はっきりしているところをおさえておきましょう。白黒はっきりする
ところが理解できてきたら、グレーゾーンを楽しんでください。「あ、この人はこう
いうときにこの形を使うんだ」のような感想を持てるようになってきたら、それは上
級者の証です。
　フランス語も生きていることばであるということを味わいながら、フランス語の勉
強を楽しめるようになっていただけることを願っています。
　そして、よろしければ、本書の姉妹書『１日５題文法ドリル　つぶやきのフランス語』
もお手にとってみてください。
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